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本日の内容

拡がるHBOC診療
Right Care
Right Time
Right Place
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Right Care



BQ

BQ1 どのような乳癌患者にBRCA遺伝学的検査を推奨するか？

BQ2 BRCA病的バリアント保持者の乳癌根治手術・リスク低減手術にNipple-sparing-mastectomy(NSM)は推奨されるか？

BQ3 BRCA病的バリアント保持者の乳癌根治手術・リスク低減手術に再建術は推奨されるか？

CQ

CQ1 BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対し，健側乳房のリスク低減乳房切除術（CRRM）は推奨されるか？

CQ2 乳癌未発症のBRCA病的バリアント保持者に対し，両側リスク低減乳房切除術（BRRM）は推奨されるか？

CQ3 BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対し，乳房温存療法は推奨されるか？

CQ4 BRCA病的バリアントを有する乳癌患者の温存乳房・対側乳房には造影乳房MRIを用いたサーベイランスが推奨されるか？

CQ5 乳癌未発症のBRCA病的バリアント保持者には造影乳房MRIを用いたサーベイランスが推奨されるか？

CQ6 BRCA病的バリアント保持者に対し，乳癌発症の予防にリスク低減卵管卵巣摘出術（RRSO）は推奨されるか？

CQ7 BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対し，新規乳癌発症予防のためにタモキシフェン（TAM）は推奨されるか？

CQ8 BRCA病的バリアントを有する転移再発乳癌に対し，プラチナ製剤の投与は推奨されるか？

CQ9 BRCA病的バリアントを有する転移再発乳癌に対し，PARP-1阻害薬の投与は推奨されるか？

FQ

FQ1 BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対する周術期薬物療法は、非保持者と同様の治療が推奨されるか？

FQ2 乳癌未発症のBRCA病的バリアント保持者に対し，新規乳癌発症に対する化学予防は推奨されるか？

FQ3 BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対し，乳房全切除術後放射線療法（PMRT）は推奨されるか？

FQ4 BRCA病的バリアント保持者に対し，ブレストアウェアネス（breast awareness）は推奨されるか？

FQ5 リスク低減乳房切除（RRM）検体にはどのような病理検索が推奨されるか？

FQ6 男性のBRCA病的バリアント保持者に対し，乳癌の一次予防・二次予防は推奨されるか？



乳癌治療

BQ2:BRCA病的バリアント保持者の乳癌根治手術・リスク低減手術にNipple-sparing-mastectomy(NSM)は推奨される
か？

BQ3: BRCA病的バリアント保持者の乳癌根治手術・リスク低減手術に再建術は推奨されるか？

CQ3: BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対し，乳房温存療法は推奨されるか？

CQ8: BRCA病的バリアントを有する転移再発乳癌に対し，プラチナ製剤の投与は推奨されるか？

CQ9: BRCA病的バリアントを有する転移再発乳癌に対し，PARP-1阻害薬の投与は推奨されるか？

FQ1: BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対する周術期薬物療法は、非保持者と同様の治療が推奨されるか？

FQ3: BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対し，乳房全切除術後放射線療法（PMRT）は推奨されるか？

BQ CQ FQ



乳癌予防
CQ1: BRCA病的バリアントを有する乳癌既発症者において健側乳房のリスク低減乳房切除術（CRRM）は推奨されるか？

CQ2: 乳癌未発症の: BRCA病的バリアント保持者に対し，両側リスク低減乳房切除術（BRRM）は推奨されるか？

CQ4: BRCA病的バリアントを有する乳癌患者の温存/対側乳房には造影乳房MRIを用いたサーベイランスが推奨されるか？

CQ5: 乳癌未発症の: BRCA病的バリアント保持者には造影乳房MRIを用いたサーベイランスが推奨されるか？

CQ6: BRCA病的バリアント保持者に対し，乳癌発症の予防にリスク低減卵管卵巣摘出術（RRSO）は推奨されるか？

CQ7: BRCA病的バリアントを有する乳癌患者に対し，新規乳癌発症予防のためにタモキシフェンは推奨されるか？

FQ2: 乳癌未発症のBRCA病的バリアント保持者に対し，新規乳癌発症に対する化学予防は推奨されるか？

FQ4: BRCA病的バリアント保持者に対し，ブレストアウェアネス（breast awareness）は推奨されるか？

FQ6: 男性のBRCA病的バリアント保持者に対し，乳癌の一次予防・二次予防は推奨されるか？

BQ CQ FQ
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Right Time







症例
60代女性
【家族歴】
いとこ（父方）乳癌 40代発症

【現病歴】
左乳房腫瘤自覚
近医受診後当科紹介受診

病理 TNBC NG3 
治療前診断 cT2N2M0 StageIIIA

【既往歴】
40代（27年前） 右乳癌 温存術 詳細不明

主病変3cm
腋窩リンパ節腫大＋







d.60’s
不明がん

d.50’s
詳細不明

d.90’s
突然死

d.30’s
結核

d.70’s
詳細不明

d.70’s
突然死

d.80’s
認知症

d.90’s
詳細不明

90’s 80’s
dx.70’s 胃癌

d.70’s
dx.40’s 乳癌

40’s 30’s 30’s 30’s 20’s

60’s
dx.50’s 舌癌

60’s
dx.40’s 右乳癌 Bp
dx.60‘s 左乳癌（TN）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

1 2 3 4

1 2 3

5

5

61 2 3 4

1 2 3 4

ID:Ⅲ-2
聴取日：20XX年
場所：都立駒込病院
作成者:井ノ口卓彦（CGC）

P

家系情報は個人情報に配慮し一部改変しています

ここに至るまでのどこかで、
早期発見予防のチャンスはなかったのか？

BRACAnalysis: BRCA2 PGV
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Right Place



カウンセリング

カウンセリング
遺伝学的検査

カウンセリング
遺伝学的検査

RRSO

カウンセリング
遺伝学的検査

RRM/RRSO±再建
サーベイランス
MRIガイド生検

遺伝性乳癌卵巣癌総合診療基幹施設

JPHBOC HPより

地域連携
できるところまで各医療機関で頑張り、できない部分は連携でカバーする



誰が乳癌診療の入り口の
一番近くにいるのか？

https://breastcons.com/

治療初期から重要な遺伝学的検査を
乳腺専門クリニックで提供することは

可能か？



遺伝学的検査の施設要件
以下の全ての要件が必要

1. 卵巣がん患者に対して治療法の選択を目的として実施する場合には、化学療法
の経験 を５年以上有する常勤医師又は産婦人科及び婦人科腫瘍の専門的な研
修の経験を合わ せて６年以上有する常勤医師が１名以上配置されていること。

2. 乳がん患者に対して治療法の選択を目的として実施する場合には、化学療法の
経験を ５年以上有する常勤医師又は乳腺外科の専門的な研修の経験を５年以
上有する常勤医 師が１名以上配置されていること。

3. HBOC の診断を目的として実施する場合には、１）または２）のいずれかを
満たすこ と。

4. 遺伝カウンセリング加算の施設基準に係る届出を行っていること。ただし、遺
伝カウ ンセリング加算の施設基準に係る届出を行っている保険医療機関と連
携体制をとって おり、当該患者に対して遺伝カウンセリングを実施すること
が可能である場合は、こ の限りでない。

5. BRCA 遺伝学的検査の施設基準に係る届出を行っていること



「３」については、当該保険医療機関
が遺伝カウンセリング加算の施設基準
に係る届出行っておらず、当該届出を
行っている保険医療機関との連携体制
が整備されている場合には、 当該連携
保険医療機関名を記入すること。その
場合、当該連携体制を示す文書を添付
すること。



遺伝カウンセリング加算の施設基準に係る届出を行っている保
険医療機関と連携体制をとっており、当該患者に対して遺伝カ
ウンセリングを実施することが可能である場合









HBOC動画の共有 定期ミーティングでのレクチャー

定期ミーティングでの意見交換



HBOC連携状況

E-learningセミナー 連携届 遺伝子検査数 陽性者、VUS数

クリニックA 済 済 8 2

クリニックB 済 済 11 0（結果未含む）

クリニックC 済 済 25 2/2

クリニックD 済 済 0 0

クリニックE 未 未 0 0

クリニックF 未 済 0 0

クリニックG 済 済 2 0

クリニックH 未 未 0 0

2023年12月1日現在



Take Home Message
HBOC診療は通常の乳癌診療の一部となってきました

Right Care
HBOC診断に基づく一次予防、二次予防により将来の大きな問題

を回避できる可能性が高くなります
手術不能・再発乳癌に対し有効な治療選択肢が生まれます

Right Time
HBOC診断に伴い提供される医療オプションにはそれぞれ適切な

タイミングがあります
Right Place
HBOC診断を必要とする人々に遅滞なく提供するためにはHBOC診療のすそ

野を広げていく必要があります
診断時に必要な検査の一つとして行える基盤整備が必要とされています



ご清聴ありがとうございました

がん・感染症センター 都立駒込病院
外科（乳腺）・遺伝子診療科

有賀 智之
email: tomoyuki_aruga@tmhp.jp

スタッフ募集中!!!

mailto:tomoyuki_aruga@tmhp.jp
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